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 昨年の本学会大会の報告では1981年の第２回青少年の性行動調査の個票データを用いて異性との

性的行為（身体接触）、同性との性的行為、自慰を同じモデルで 分析した。しかし、「日欧性行動・

意識・価値観比較調査」（2000年）のデータによる性交の関連要因の分析で当てはまりが良かったモ

デルを用いたためか、当てはまりが良くなかった。日本家族社会学会大会では 1981 年調査と 2000

年調査のデータで、両調査に共通の変数を用いて同性・異性との性的行為に関する分析を示したが、

同性との性的行為の関連要因が男女で異なる上、人口学的、社会経済的変数はあまり有意でなかった。 

これはLagrange(1997)が示したようにフランスの青少年では同性との性的行為の動機が男女間で

異なるためかもしれない。「性的同意革命」（2017 年）後のフランスの若年女性における性的行為に

ついては、2023年 INEDによる若年者（18-29歳）調査報告書（Bergstrom 2025)が詳しい。最初

のディープキスを12歳以下で経験した女性は９％であるが、男性はほぼ経験しない。しかし、16-17

歳以上になると男女の経験割合が逆転し、16-17歳では女性の2.5％、18歳以上では４％しか経験し

ていない。低年齢で同性とのディープキスを経験した女性は比較的早く異性との初交に移行するが、

ややい高年齢、特に18歳以上で経験した女性はすぐに女性との初性的行為に移行する可能性が高く、

ヘテロセクシュアル以外の経路をたどる可能性が高いとのことである。石川（2018）の分析では同性

との性的行為の関連要因としてのキス経験は男女とも有意であるが、自慰経験は男性では有意でない。

これはほとんどの男性が自慰を経験するためで、女性の場合はフランスのように初キス年齢だけでな

く、初自慰年齢も他の性的行為に関連するものと思われる。女性の場合は自慰経験者が３割程度であ

るが、低年齢での初経験は他の性的行為の誘因となる可能性が高いが、高年齢での初経験は他の性的

行為に誘発されている可能性があるし、男性の場合も同様な関連がある可能性がある。。 

まず、家族社会学会モデルに初自慰年齢・初キス年齢を追加したモデルにより、1981 年調査デー

タの２項ロジット分析の結果から、同性との性的行為に対する初自慰と初キスの年齢の関連をみると、

女性では 11歳以下・16歳以上の初自慰と 18歳以上の初キスが正の関連をもち、男性では 15歳以

下と 18 歳以上の初キスが正の関連をもつ。性交に対する関連をみると、女性では 11 歳以下の初自

慰、15歳以下と18歳以上の初キスが正の関連をもち、男性では16歳以上の初自慰が負の関連をも

ち、15歳以下と 18歳以上の初キスが正の関連をもつ。日本では低年齢での初キスが少ないためか、

女性では低年齢の初自慰が同性・異性との性的行為に関連があるが、高年齢での初自慰と初キスのい

ずれもが同性との性的行為との正の関連がある。男性では低年齢と高年齢での初キスが同性・異性と

の性的行為と正の関連をもつが、やや高年齢での初自慰が性交と負の関連をもつ。男性でやや高年齢

での初自慰が同性との性的行為に正の関連をもち、異性との性交に負の関連をもつとすれば、男性で

の初自慰の遅れが20世紀末以降の夫婦間のセックスレスの一因かもしれない。初自慰年齢を遅らせ

る要因を探るため、家族社会学会モデルで初自慰年齢のCox回帰を行った結果も報告の際に示す。 
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